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けんしん半期ディスクロージャー誌 
（令和２年４月～令和２年９月） 

 
  

「けんしん半期ディスクロージャー誌（令和２年４月～令和２年９月）」は当組合が上半

期の事業実績を開示するものです。福島県商工信用組合は「相互扶助」の理念のもと

に、地域の生活者・中小企業・小規模事業者を応援し、地域の皆さまのご預金を地域の

ために還流する金融仲介機能を果たしてまいりました。今後も組合員の皆様・地域の皆

様と共に、より良い地域社会の創造を目指してまいります。 

令和２年１１月３０日 

福島県商工信用組合 
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令和元年１０月１２日から１３日にかけて福島県を通過した台風１９号により、けんしん本宮支店は

大きな被害を受けました。 

 

当時の本宮支店は、台風による阿武隈川の氾濫や安達太良川の堤防決壊などの影響で支店の

屋根まで冠水し、丸１日水が引かない状況でした。営業室内・金庫室内が水没し、全ての電気設備

が使用不可能になりました。翌営業日である１０月１５日は年金振込日でもあり、多くのお客様がご

来店頂く日ですので、職員一丸となって店舗内の清掃をいち早く行い、簡易的な窓口を設置しました。 

その後、１０月２３日に直線距離約９キロに位置し、倉庫として利用していた旧日和田支店を仮店

舗とし、お客様の利便性の確保に努めました。 

 

令和２年４月６日に地域のお客さまからの強い要望を受け、被災した本宮支店と同じ場所に支店を

再オープンしました。 

改装した店舗は、お客さまに身近に感じてもらえるよう、店内はカウンターをなくし、ロビーを広くし

て開放的な空間にしました。 

水害を忘れないため、水没して電源が喪失した時間で止まっている屋外の時計はメモリアルモニュ

メントとしてそのまま残しております。 

今後は被災した経験を活かし、金融・相談を通じて、地域経済の発展に貢献してまいります。 

  

本宮支店再オープン 

被災当時の本宮支店 
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けんしんでは、新型コロナウイルス感染拡大に際し、顧客事業所等への訪問が自粛される中で、

取引先２,９６９先の事業所に対し、支援の為電話による影響のヒアリングを実施しました。 

 

令和２年２月２７日付でプロパー融資「新型コロナウイルス感染症対応特別融資」２種類を制定し、

法人事業者・個人事業主向けに緊急融資の取扱いを開始し、３月６日に金融担当大臣談話「新型コ

ロナウイルス感染症の影響拡大を踏まえた事業者の資金繰り支援について」の趣旨を全店に周知

しました。 

 

令和２年３月９日より福島県において新型コロナウイルス感染症対応の特別資金が創設され取扱

いを開始しました。条件が合致しない先については「ふくしま復興特別資金」を利用することで対応を

しました。４月１４日からは新型コロナウイルス感染症の影響に係る「条件変更手数料」の無料化を

開始しました。５月の大型連休中には、本店・須賀川支店・南福島支店の３店舗を「新型コロナウイ

ルス感染症の影響に係る相談窓口」として設置し、顧客対応をいたしました。 

 

令和２年５月１日からは「福島県新型コロナウイルス対策特別資金（実質無利子型）」が創設された

ことから、当組合では前もってヒアリングをしていた先に同制度の案内をし、利用希望を確認しまし

た。その結果、想像以上の需要があることが分かり、それを受けて、本部職員による営業店支援体

制を強化する他、各店より選抜した「融資上級研修者」１０名を申込の多い店舗にスケジュールを組

んで早期実行の為、支援に当たっています。 

 

お客さまの資金繰り対応の他、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、職場内での感染予

防対策の徹底として通常の清掃に加えて手の触れる箇所の消毒の徹底を行い、記帳台・ＡＴＭコー

ナー・窓口カウンターの３か所に消毒液を置き、利用の推進をいたしました。３つの「密」防止のため、

定例の会議や外部との会議ではオンラインを活用したウェブ会議を行いました。理事会や総代会な

どの開催に際してはアクリルボードでの仕切りを行い、できる限りの対策を実施しております。 
  

新型コロナウイルス感染症拡大への対応 
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預金は、定期預金や定期積金、年金を中心とした地域密着の営業活動を行いました。個人預金の伸び悩みがあ

りましたが、法人預金が大きく増加しました。 

令和２年９月末の預金残高は２０７,６１７百万円、前年同月比７,０８１百万円の増加、増加率３.５％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

貸出金は、地域の事業者の皆様に対し、国や県の制度資金や信用保証協会との連携による融資を中心に、積

極的に応えてまいりました。特に新型コロナウイルス対策融資を積極的に行い、令和２年９月末の貸出金残高は 

１２６,３５７百万円、前年同月比４,０６３百万円の増加、増加率３.３％となりました。 

 

  

貸出金残高は１,２６３億円（事業性融資を中心に、前年同月比４０億円増加） 

預金残高は２,０７６億円（法人預金の増加等により、前年同月比７０億円増加） 

平成２９年９月 平成３０年９月 令和元年９月 令和２年９月

平成２９年９月 平成３０年９月 令和元年９月 令和２年９月

令和２年度上半期の業績 

1,979 億円 

1,216 億円 

＋４億円 

1,218 億円 

２,０７６億円 

預金残高の推移 

１,２６３億円 

＋４０億円 
貸出金残高の推移 

1,945 億円 

＋７０億円 

2,005 億円 

1,222 億円 

▲３３億円 ＋５９億円 

＋２億円 
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けんしんは、皆様からお預かりした預金を貸出金として地域に還流させることが最大の地域貢献であると考えて

います。令和２年９月の預金に対する貸出金の割合「預貸率」は、前年同月対比０.１２ポイント低下し６０.８６％とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

経常収益が貸出金利息の減少や保険配当金の減少などの影響で減少し、また経常費用が経費の増加や貸倒

引当金の増加などの影響で増加したことから、経常利益は前年同月比１０９百万円減少し１１百万円となりました。

当期純利益については、前年同月比９０百万円減少し２８百万円となりました。 
 
 

 令和元年９月 令和２年９月 

経常収益 １,４２７百万円 １,３６４百万円 

業務純益 
（金融機関本業での利益） 

１７５百万円 １０３百万円 

コア業務純益 
（業務純益から一時的な変動要因 

（国債等債券関係損益等）の影響を除いた利益） 

１７９百万円 １０３百万円 

経常利益  １２０百万円 １１百万円 

当期純利益  １１８百万円 ２８百万円 

  

経常利益は１１百万円、当期純利益は２８百万円 

預貸率は６０.８６％（前年同月対比０.１２ポイント低下） 

平成３０年９月

令和元年９月

令和２年９月

預金残高 貸出金残高

６２.６３％ 

６０.９８％ 

預貸率の推移 

６０.８６％ 

令和２年度上半期の業績 
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平成30年9月 令和元年9月 令和2年9月

 

 

 

 

 
 

金融機関の健全性を表す自己資本比率は、保証協会付融資の増加によりリスクアセットが減少したことなどによ

り、前年度と比べ０.１８ポイント上昇し、９.１４％となりました。けんしんの自己資本比率は国内基準（４％）を上回っ

ています。 

 

 
 

 

 
 

金融再生法開示債権における不良債権比率（総与信残高に占める不良債権の割合）は、金融円滑化への取組

み・貸出債権の正常化の取組みにより、不良債権額が５６百万円減少し、不良債権比率は０.１８ポイント改善し、 

４.１６％となりました。  

  

平成30年9月 令和元年9月 令和2年9月

不良債権比率は４.１６％（前年度対比０.１８ポイント改善） 

自己資本比率は９.１４％（前年同月対比０.１８ポイント上昇） 

自己資本比率 

９.２１％ ９.１４％ 

不良債権比率 

４.３４％ 

５.３３％ 

４.１６％ 

８％：国際業務を行う金融機関 

４％：国内業務を行う金融機関 

正常債権１,２１３億円 

９５.８％ 

不良債権５２億円 

前年同月比５６百万円減少 

８.９６％ 

令和元年度上半期の業績 
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主な事業活動（令和２年４月～令和２年９月） 

４月６日 本宮支店改装オープン 
６月８日 
～９日 

総代に対する決算説明会 

４月２０日 
朝日支店移転オープン 
（本店営業部店舗内店舗） 

６月１７日 
第６６期通常総代会 
総代親睦会総会 

５月２日 
～６日 

新型コロナウイルス 
相談窓口設置 

７月９日 臨時総代会（役員2名選挙） 

５月２９日 
田村市・第一勧業信用組合と 
地域創生包括協定を締結 

７月２８日 
福島県へ新型コロナ対策として 
１４０万円を寄贈 

 

 

  

けんしんでは例年、地域のお客様との交流「イベント」、事業者のお客さまとの勉 

強会を中心とした「十店会活動」、地域に花木や朝顔の苗木を配布する「緑のまちづ 

くり運動」などを積極的に行っておりましたが、今年度の開催は、新型コロナウイルス 

感染症拡大防止の観点から、ほとんどが延期、あるいは中止となりました。 
 

けんしんでは新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐため、「新しい生活様式」の実践 

を行っており、定着に向けて様々な対策に取り組んでいます。 
 

今後の各種行事の再開については、地域の安全を第一に考え、新しい交流の形を 

検討して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村市・第一勧業信用組合と連携協定 

 

けんしんは、田村市、第一勧業信用組合（東

京）と持続可能なまちづくりや産業振興を目的

として、地方創生に関する包括連携協定を令

和２年５月２８日に締結しました。 

今後は田村市産品の販路拡大や雇用創出、

経営者の交流、観光ＰＲなどを協力して取り組

み、第一勧業信用組合の首都圏でのネットワ

ークを活かして、経済活動の拡大・地域活性化

を目指して交流してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６６期通常総代会 

臨時総代会 

令和２年６月１７日に第６６期通常総代会を

当組合本部５階大ホールで開催しました。 

当日は総代１１８名のうち、出席６５名、議決

権行使書提出者５３名のもと、全議案が可決・

承認されました。また、７月９日には臨時総代

会を開催し、理事２名の選挙に関する件等を

可決・承認いたしました。 

消毒やアクリルボードの設置等新型コロナウ

イルス感染症拡大防止に配慮し行いました。 

けんしんの事業活動 
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資産・負債及び純資産の状況（貸借対照表）      

（単位：百万円） 

科  目 令和元年９月 令和２年９月 科  目 令和元年９月 令和２年９月 

（資産の部） （負債の部） 

現 金 １,５０７ １,４７３ 預 金 ・ 積 金 ２００,５３５ ２０７,６１７ 
預 け 金 ７５,６６７ ７９,９３３ 当 座 預 金 ２３５ ３２２ 
有 価 証 券 ７,１４２ ６,４６６ 普 通 預 金 ５５,７２４ ６６,３５５ 
国 債 － － 貯 蓄 預 金 ３ ８４ 
地 方 債 ３,７８５ ２,１２５ 通 知 預 金 ２ ２ 
社 債 ３,３０５ ４,２９４ 別 段 預 金 ６７９ ４４１ 
株 式 ４９ ４４ 納税準備預金 ４ ５ 

 その他の証券 １ １ 定 期 預 金 １２９,７５１ １２６,６７７ 
貸 出 金 １２２,２９４ １２６,３５７ 定 期 積 金 １４,１３３ １３,７２７ 
割 引 手 形 ５４６ ４０６ 借 用 金 － ７００ 
手 形 貸 付 ８,５０２ ６,８６０   当 座 借 越 － ７００ 
証 書 貸 付 １０９,０００ １１５,７２９ そ の 他 負 債 ３３８ ４６８ 
当 座 貸 越 ４,２４４ 

 

３,３６２ 

 

未決済為替借 ３４ ２６ 
そ の 他 資 産 ８２３ ８９６ 未 払 費 用 ５３ ４１ 
未決済為替貸 ８ ７ 給 付 補 填 備 金 ２０ １０ 
全信組連出資金 ３００ ３００ 未払法人税等 ０ ０ 
前 払 費 用 １０ １１ 前 受 収 益 ８２ ７７ 
未 収 収 益 １５１ １４０ 払 戻 未 済 金 － － 
その他の資産 ３５３ ４３６ 職 員 預 り 金 ３ ３ 

有 形 固 定 資 産 ３,４１６ ３,４５０ リ ー ス 債 務 ９２ ８１ 
建 物 １,２９３ １,２５９ 資 産 除 去 債 務 ８ ８ 
土 地 １,９４２ １,９７０ そ の 他 の 負 債 ４４ ２１７ 
リ ー ス 資 産  ９２ 

 

８１ 

 

賞 与 引 当 金 １７ ２２ 
建 設 仮 勘 定  － ６４ 退職給付引当金 ６９ ７５ 
その他の有形固定資産 ８７ ７５ 役員退職慰労引当金 １７５ １５７ 

無 形 固 定 資 産 １４ １７ 睡眠預金払戻損失引当金 ２２ ８ 
ソ フ ト ウ エ ア  １ ６ 偶発損失引当金 １ １ 
その他の無形固定資産 １２ １１ 債 務 保 証 ２４５ １６８ 

繰 延 税 金 資 産 ３５２ ３４２ 負 債 の 部 合 計 ２０１,４０５ ２０９,２１８  
債 務 保 証 見 返 ２４５ １６８ （純資産の部） 
貸 倒 引 当 金 △１,９１８ △１,８３０ 出 資 金 ５,８２６ ５,７９４ 
（うち個別貸倒引当金） （△１,８１０） （△１,７３２） 普 通 出 資 金 ５,８２６ ５,７９４ 

   利 益 剰 余 金 ２,２５３ ２,２４０ 
   利 益 準 備 金 １,４７５ １,４９４ 
   その他利益剰余金 ７７７ ７４６ 

    特別積立金 ６０５ ６５５ 
   当期未処分剰余金  １７２ ９１ 
   組 合 員 勘 定 計 ８,０７９ ８,０３４ 
   その他有価証券評価差額金  ６０ ２３ 
   評価・換算差額等合計 ６０ ２３ 

   純資産の部合計 ８,１４０ ８,０５７ 

資 産 の 部 合 計 ２０９,５４５ ２１７,２７６ 負債及び純資産の部合計  ２０９,５４５ ２１７,２７６ 
 

※金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。（以下の各表における金額についても同様であります。） 

  

主要経営情報 
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利益及び損失の状況（損益計算書） 

                                                             （単位：千円） 
科 目 令和元年９月 令和２年９月 

経 常 収 益 １,４２７,８０４ １,３６４,９９２ 

資 金 運 用 収 益 １,２５０,２８７ １,２０５,９３４ 

貸 出 金 利 息 １,１８７,７１０ １,１４４,８８７ 

預 け 金 利 息 ４３,８７６ ４１,９１３ 

有 価 証 券 利 息 配 当 金 ９,１００ ９,５１９ 

そ の 他 の 受 入 利 息 ９,６００ ９,６１４ 

役 務 取 引 等 収 益 １１５,５３７ １２７,２５１ 

受 入 為 替 手 数 料 ３１,６０６ ３０,５０２ 

そ の 他 の 役 務 収 益 ８３,９３１ ９６,７４９ 

そ の 他 業 務 収 益 ５８,０６１ ２４,２８７ 

そ の 他 の 業 務 収 益 ５８,０６１ ２４,２８７ 

そ の 他 経 常 収 益 ３,９１８ ７,５１８ 

償 却 債 権 取 立 益 ２,１５７ ６４０ 

株 式 等 売 却 益 － １,９７１ 

そ の 他 の 経 常 収 益 １,７６１ ４,９０７ 

経 常 費 用 １,３０６,９６８ １,３５３,６０８ 

資 金 調 達 費 用 ５４,１８１ ４２,５７６ 

預 金 利 息 ５０,２６８ ３９,０４１ 

給 付 補 填 備 金 繰 入 額 ３,８９５ ３,５１６ 

そ の 他 の 支 払 利 息 １８ １８ 

役 務 取 引 等 費 用 ２０４,９７２ １９１,２２１ 

支 払 為 替 手 数 料 １９,９０３ １７,３５２ 

そ の 他 の 役 務 費 用 １８５,０６８ １７３,８６９ 

そ の 他 業 務 費 用 ３,０２５ ２,５７３ 

経 費 ９８６,７１０ １,０２２,００８ 

人 件 費 ５９０,７２２ ６０６,２５５ 

物 件 費 ３８０,２０６ ３９９,２１０ 

税 金 １５,７８０ １６,５４３ 

そ の 他 経 常 費 用 ５８,０７９ ９５,２２８ 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ５６,４４９ ９３,４３８ 

そ の 他 の 経 常 費 用 １,６２９ １,７９０ 

経 常 利 益 １２０,８３５ １１,３８３ 

特 別 利 益 ２０ １９,７８８ 

  固 定 資 産 処 分 益 ２０ ３２ 

そ の 他 の 特 別 利 益 － １９,７５５ 

特 別 損 失 ０ １９ 

固 定 資 産 処 分 損 ０ １９ 

税 引 前 当 期 純 利 益 １２０,８５６ ３１,１５２ 

法人税、住民税及び事業税 ２,２４３ ２,１８６ 

当 期 純 利 益 １１８,６１２ ２８,９６６ 

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ） ５４,３６３ ６２,１５４ 

当 期 未 処 分 剰 余 金 １７２,９７６ ９１,１２１ 
 

科 目 令和元年９月 令和２年９月 

業 務 純 益 １７５,２９８ １０３,８１４ 

コ ア 業 務 純 益 １７９,４８１ １０３,６８７ 

コア業務純益（除く投資信託解約損益） １７９,４８１ １０３,６８７ 

業 務 粗 利 益 １,１６１,７０６ １,１２１,１０１ 

主要経営情報 
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預金・貸出金の状況 

（単位：百万円） 

 令和元年９月 令和２年９月 

預金 
期末残高 ２００,５３５ ２０７,６１７ 

期中平均残高 １９８,９５５ １９９,５２０ 

貸出金 
期末残高 １２２,２９４ １２６,３５７ 

期中平均残高 １２１,８７１ １２４,４８４ 
 

 

預金・貸出金の人格別残高 
（単位：百万円） 

 令和元年９月 令和２年９月 

預金 

個人 １２８,９３０ １２８,９４３ 

法人 ３８,２１８ ４８,１６３ 

公金 ３３,３８５ ３０,５０９ 

貸出金 

個人 ４４,１２６ ４３,５７８ 

事業者 ６１,０１２ ６５,９４１ 

地方公共団体 １７,１５４ １６,８３８ 

 

業種別貸出金残高 
                （単位：百万円、％） 

 
令和元年９月 令和２年９月 

金額 構成比 金額 構成比 

製造業 ４,８９０ ３.９ ５,１１８ ４.０ 

農業、林業 ８２９ ０.６ ６７７ ０.５ 

漁業 ３９ ０.０ ４７ ０.０ 

鉱業、砕石業、砂利採取業 － － － － 

建設業 １１,６４８ ９.５ １３,９２４ １１.０ 

電気・ガス・熱供給・水道業 ９４ ０.０ １１０ ０.０ 

情報通信業 ５１０ ０.４ ５４３ ０.４ 

運輸業、郵便業 ４,１６５ ３.４ ５,０３０ ３.９ 

卸売業、小売業 ６,３４６ ５.１ ６,８７７ ５.４ 

金融業、保険業 ２６１ ０.２ ２７２ ０.２ 

不動産業（アパート等賃貸業含） １５,４５７ １２.６ １５,３８８ １２.１ 

物品賃貸業 ３２７ ０.２ ３３６ ０.２ 

学術研究、専門・技術サービス業 ７７０ ０.６ ８７０ ０.６ 

宿泊業 １,８７９ １.５ １,９８７ １.５ 

飲食業 １,３１７ １.０ １,５６３ １.２ 

生活関連サービス業、娯楽業 １,６８０ １.３ ２,３４０ １.８ 

教育、学習支援業 ６１８ ０.５ ５４６ ０.４ 

医療、福祉 ２,３４４ １.９ ２,２０９ １.７ 

その他のサービス ６,７９２ ５.５ ７,１６５ ５.６ 

その他の産業 １,０３７ ０.８ ９２９ ０.７ 

小 計  ６１,０１２ ４９.８ ６５,９４１ ５２.１ 

地方公共団体 １７,１５４ １４.０ １６,８３８ １３.３ 

個 人  ４４,１２６ ３６.０ ４３,５７８ ３４.４ 

合 計  １２２,２９４ １００.００ １２６,３５７ １００.００ 

 

主要経営情報 
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金融再生法開示債権の状況 
（単位：百万円） 

 令和元年９月 令和２年９月 

破産更正債権及びこれらに準ずる債権 ２,９９３ ２,７５８ 

危険債権 ２,３１０ ２,４９２ 

要管理債権 ２５ ２２ 

不良債権計  ５,３２９ ５,２７３ 

正常債権 １１７,３１９ １２１,３５１ 

合   計 １２２,６４８ １２６,６２４ 

不良債権比率 ４.３４％ ４.１６％ 
１． 「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債権及びこれらに準ずる債権です。 

２． 「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りが

できない可能性の高い債権です。 

３． 「要管理債権」とは、「３ヶ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。 

４． 「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に問題がない債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権です。 

５． 令和元年９月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」の金額は、平成３１年３月末時点における債務者区分を前提とし、

９月末までの間に倒産、不渡り等の客観的な事実があった債権について、当組合で定める「自己査定基準」に基づき債務者区分の見直しを行い、債務者区

分の変更と認められる額を反映させます。 

 

 

有価証券の状況 

（単位：百万円） 
 令和元年９月 令和２年９月 

有価証券 

取得価額または契約価額 ７,０５８ ６,４３４ 

時価 ７,１４２ ６,４６６ 

評価損益 ８３ ３１ 

 うち地方債 

取得価額または契約価額 ３,７５１ ２,１０１ 

時価 ３,７８５ ２,１２５ 

評価損益 ３３ ２３ 

 うち公社公団債 

取得価額または契約価額 １,４２２ ２,４６１ 

時価 １,４６１ ２,４６４ 

評価損益 ３８ ３ 

 うち事業債 

取得価額または契約価額 １,８３３ １,８２５ 

時価 １,８４４ １,８３０ 

評価損益 １１ ４ 
   ※「金銭の信託」「デリバティブ商品」の取扱いはありません。 

 

出資金の状況   
 

 令和元年９月 令和２年９月 

出資金残高 ５,８２６百万円 ５,７９４百万円 

  うち優先出資金 ― ― 

組合員数 ４７,４７５人 ４６,１９５人 

員外預金比率 ３.９８％ ４.２７％ 

  

主要経営情報 
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自己資本比率の状況 
（単位：百万円） 

項    目 令和元年９月 令和２年９月 

●/コア資本に係る基礎項目 
普通出資又は非累積的永久優先出資に係る 

組合員勘定の額 
８,０７９  ８,０３４  

  うち、出資金及び資本剰余金の額 ５,８２６  ５,７９４  
  うち、利益剰余金の額 ２,２５３  ２,２４０  
  うち、外部流出予定額（△） －  －  
  うち、上記以外に該当するものの額 －  －  
コア資本に係る基礎項目の額に算入される 

引当金の合計額 
１０９  ９８  

  うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 １０９  ９８  
  うち、適格引当金コア資本算入額 －  －  

コア資本に係る基礎項目の額 （イ） ８,１８８  ８,１３３  

●/コア資本に係る調整項目 
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツ

に係るものを除く）の額の合計額 
１０  １３  

  うち、のれんに関するものの額 －  －  
うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・

ライツに係るもの以外の額 
１０  １３  

コア資本に係る調整項目の額  （ロ） １０  １３  

●/自己資本 

自己資本の額 （（イ）－（ロ））  （ハ） ８,１７８  ８,１２０  

●/リスク・アセット等 
信用リスク・アセットの額の合計 ８６,１７８  ８３,７４４  
資産（オン・バランス項目） ８６,０４４  ８３,６４７  
うち、経過措置によりリスク・アセットの額に

算入される額の合計額 
－  －  

うち、無形固定資産 

（のれん及びモーゲージ・サービシング・ラ

イツに係るものを除く。） 
－  －  

うち、繰延税金資産 －  －  
うち、前払年金費用 －  －  
うち、他の金融機関等向けエクスポージャー －  －  
うち、上記以外に該当するものの額 －  －  

  オフ・バランス等取引項目 １３３  ９７  
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を 

８パーセントで除して得た額 
５,０２２  ５,０１６  

信用リスク・アセット調整額 －  －  

オペレーショナル・リスク相当額調整額 －  －  

リスク・アセット等の額の合計額 （ニ） ９１,２００  ８８,７６１  

●/自己資本比率 

自己資本比率（（ハ）/（ニ）） ８.９６％  ９.１４％  
（注）自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に関する法律第６条第１項において準用する銀行法第１４条の２の規定に基づき、信用協

同組合及び信用協同組合連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成１８年金融

庁告示第２２号）に係る算式に基づき算出しております。なお、当組合は国内基準を採用しております。 

主要経営情報 
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〇本店営業部 
 〒963-8877郡山市堂前町７番 7号 
 ☎024-991-1840 
 
〇朝日支店 
 〒963-8877郡山市堂前町７番７号 
 ☎024-938-7200               （本店営業部内） 
 

〇桜通支店 
 〒963-8015郡山市細沼町１０番１１号 
 ☎024-932-1702 
 
〇安積支店 
 〒963-0107郡山市安積２丁目１６０番地 
 ☎024-945-0691 

 
〇富久山支店 

 〒963-8071郡山市富久山町久保田字久保田１６５番地５ 
 ☎024-923-4963 

 
〇日和田支店 
 〒963-8071郡山市富久山町久保田字久保田１６５番地５ 
 ☎024-958-5055        （富久山支店内） 
  
〇コスモス通り支店 
 〒963-0204郡山市土瓜１丁目６３番地 
 ☎024-963-1677 
 
〇本部 
 〒963-8877郡山市堂前町７番 7号 

 ☎024-991-1000 

 

 
〇南福島支店 
 〒960-8151福島市太平寺字町の内３番１ 
 ☎024-544-2318 
 
〇松川支店 
 〒960-1241福島市松川町字鼓ヶ岡３４番地の１ 
 ☎024-567-2349 
 

〇二本松支店 
 〒964-0906二本松市若宮１丁目３５０番地 
 ☎0243-22-3511 
 
〇本宮支店 

 〒969-1126本宮市本宮字馬場２７番地９ 
☎0243-34-2156 

  
〇常葉支店 
 〒963-4602田村市常葉町常葉字中町６０番地１ 

 ☎0247-77-2240 

 
〇須賀川支店 
 〒962-0842須賀川市宮先町９４番地 
 ☎0248-75-4115 
 
〇石川支店 
 〒963-7844石川郡石川町字北町１６番地１ 
 ☎0247-26-2325 
 
〇鏡石支店 
 〒969-0401岩瀬郡鏡石町不時沼２２６番地 
 ☎0248-62-3335 

 
〇白河支店 
 〒961-0951白河市字中町１９番地３ 
 ☎0248-22-1235 

 

福島県商工信用組合 
http://www.fukushimakenshin.co.jp 

 

 

 


